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ゴヒ見方町会 会長 藤 原 忠 皿
ハ

永年社会福祉事業に取 り組み、リードされ

我々を見守り指導頂いた、斉藤二郎会長さん

が、会長をお辞めになる事を聞き、耳を疑いま

した。私が高津第三地区社会福祉協議会を知

り、障がい児者部会の部員に任命された時に初

めてお会いしてから、約16年間、会長から声を

かけられる度に緊張しながら、笑顔のお顔に癒

やされてきました。まだまだ活躍が出来ると思

いますが、後進に道を譲るという会長らしい心

遣いで皆様に惜しまれてお辞めになりました。

新会長の池田清夫会長さんは、私の大先輩であ

り、今でも良き先生です。新体制を支える役員

の皆様はベテランが多く安心出来る組織です。

町会の民生委員、町会推薦理事、保護司も含

めて、高津第三地区社会福祉協議会の一員とし

て各部会で幅広く活動されております。特に北

見方町会のミニデイとして「さつき会」は、昨

年12月 に200回 を記念する会を開催しました。

高梨区長、斉藤会長、吉田副会長他大勢の来賓

がお祝いに参加して頂き楽しい会になりまし

た。斉藤前会長が、20年前各町会に声掛をされ

立ち上げ、さつき会を作りました。約16年間月

1回の会ですが、初めからの会員も元気に参加

してくれています。毎月の出し物は民生委員が

中心となり企画、計画しています。特に身寄り

が居ない方は月 1回の会が、待ちどおしいと駆

けつけてくれます。おしゃべりやカラオケで

は、声を大きく出して、体中で喜びを表現して

います。自然に皆さん笑顔になります。おやつ

はさつき会名物ボランティア手作りのコーヒー

ゼリーです。約 2時間の会ですが、時間を忘れ

る楽しい会です。私自身、障がい児者部会のク

リスマス会では、サンタクロースをさせて頂い

ております。川崎の歌姫桜井純恵先生の軽やか

な、クリスマスソングに乗り赤いサンタ衣装で

体を動かして、参加者にプレゼントを渡してお

ります。皆さんの笑顔に喜びを感じます。

町会員は、社協の行事をまだ理解されていな

い方々も多く居ます。社会を明るくする運動や

助け合う運動に参加を呼びかけて、地域の絆を

作る社会福祉協議会活動をこれからも広め続け

て行きます。
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高津第三地区

一員として



就任するにあたって

高津区社会福祉協議会 会長 冨 田   誠

この度、高津区社会福祉協議会 (区社協)

の会長という重責を担うことになりました

冨田です。よろしくお願いします。

さて、わが国は人間関係の希薄化や核家

族化の進行にともない、孤立死や自殺、児

童虐待といった社会現象が、尚一層深刻化

していくことが予沢1さ れます。また、後期

高齢者が急増する「2025年 問題Jは もう待

ったなしの状態です。

私ども区社協は、町内会、自治会、民生委

員・児童委員、保護司、子ども会、老人会等

様々な団体と連携しながら地域福祉を推進

して参りました。

今後は、地域での助け合い、支え合いの

互助活動が益々重要

になってきます。そ

の為には、私達が支

援を必要としている

人達を「他人事Jと してとらえず、 「我が事」

としてとらえ、どう行動を起こすかが問わ

れているのです。

地域に住む一人一人の意識が変われば、

地域は必ずよい方向に変わります。

区社協は、私たちの子どもや孫たちの世

代に責任を持って橋渡しができるよう「地

域で顔の見える関係づくり」を積極的に展

開していきます。区民の皆様方のご支援と

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

7月 6日 (土)に第30回 目を迎えた「たかつ区健康福祉ま
つり (於 :て <のかわさき)」 が開催されました。今回、初

参力□の NPO法 人ダンスラボラトリーこよる健常者・障がい
者混合のダンスや、30回記念で土展された生)=支援の癒じ□

ボット体験など、「初めて」の企画も佳されました.

高津区社協では、「あたつしや10の トラノ=のマスコット

キヤラクター、テントラちやんが館内をまわり、社協活動の

PRを行いました。また、 3階の福祉パルたがつ内ではボラ
ンテイア団体による展示や南京玉すだれ等のパフォーマンス

や、テントラちやんとの握手会を実施し、まつりを盛り上げ

ました。さらに、 5階では親子∃ガを実施し、乳児とお母さ
んたちにリラックスしたひとときを過ごしていただきました。

また、スタンプラリーを行つた方に対する抽選会では、第

1回目のまつりから30回連続で実行委員長を務め、今回で勇

退する斉藤二郎委員長が<じを弓|き、当選者に豪華賞品をさ

しあ|ずました。

醤ちロ

1′

社
Tま

まつり会場

抽選会でのくじ引き

-2-

高津区社会福祉協議会の会長を
躙

第30回 健康福祉まつりに参加



高津 社会福祉協議会の会長を

退任するにあたって

高津区社会福祉協議会 顧問 斉 藤

このたび約50年間携わってまいりました「社

会福祉」の職務を平成二十年度をもちまし

て退任させていただくことになりました。

思い起こしますと昭和四十二年地域の町会

関係の古老の方から「民生委員に欠員が出

来てしまったので、就任して欲しい」との

要請があり、右も左も分からないままに引

き受けてしまいました。それから民生委員

の定年迄、更に定年後は、地区社協、区社協、

市社協と今日迄私の人生の半分以上50年 間

も周囲の関係する皆様の温かい恩情のもとで、

地域住民の皆様方の 「地域福祉増進」のた

めに、微力ではございましたが些かなりと

も貢献できたのではなかろうかと思ってお

ります。

このたび元号も平成から令和に、そして

川崎市の社協体制も大きく健全化のために

二 郎

改革されることにな

りました。更に私自

身も高齢化によりそ

の職務を充分遂行す

ることが不可能にな

ってまいりました。このようなことから、

このたび退任の決意をした次第です。皆様

方には、ほんとうに長い間お世話になりま

した。心より厚く御礼を申し上げます。

この高津区はまだまだ人口が増加してお

ります。こどもから高齢者、障がい者が交

流を更に深めていただき、お互いに助け合

い支え合って住みよい地域づくりを創造し

ていただくようお願いいたします。

結びに皆様方の更なるご健勝とご多幸を

お祈 り申し上げ退任のご挨拶とさせていた

だきます。
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六

人生 100年会を発足



～あたたかいご寄付 ありがとうございました～

寄 託 金 品 (判31Tl月～制 溝 6月

【寄託金】 ¥205,055
●l■lイ トーヨーカ ドー溝ノロ店労働組合

●アップコン株式会社

●東急リゾー トサービス・石勝エクステリア共同事業体

川崎国際生田緑地ゴルフ場

【寄託品】
●公益社団法人スコーレ家庭教育振興協会

●高津第二地区社会福祉協議会  ●匿名

●津田山フリージャーズ 丼ノロ雅子
●川崎市生活文化会館

●高津老人いこいの家運営委員会

●高津地区一日一万歩歩こう会

●桜丼純恵  ●竹内敬二

●川崎市北部身体障害者福祉会館

(敬称略・順不同)

10月 1日～12月 31日 まで、街頭や戸別訪間で、ご協力

をお願いさせていただきますЭ

皆様からの募金は、県内の高齢者や障がい者・子ど

もたちのための施設、団体、ならびに、区内の障害者地

域作業所や在宅福祉サービス団体、地区社会福祉協

議会などに配分し、地域福祉推

進に利用させていただきま丸

共同募金運動期間中は、「ふ

ろん太くん」バッジを始め、神奈

川県共同募金会デザインのピン

バッジやクオカード・図書カード

を福祉パルたかつで取り扱いま

す (なくなり次第終了)。

第47回 高津区敬老会
日 時 令和元年9月 13日 (金)13:00～ 15:30

会 場 高津市民館 大ホール (ノクティ2 12階 )
(住所 川崎市高津区溝口 141)

内 容 第一部 式典 :満 90歳祝い
福祉功労者等表彰

第二部 歌謡ショー :花京院しのぶ
コー ラス :川崎めぐみ幼稚園コーラス

プリムローズ

定 員   450名 (先着順 )
高津区在住で、今年満90歳を迎えられる方に、お
祝いをしております。ご来場をお待ちしております。

問合せ 高津区社会福祉協議会 電話 044-812-5500 フロンターレデttインllッチ

(2019年度版)

♪『第 2回 高津みんなでつながる音楽会』開催 ♪
音楽を通じて相互に理解・交流を深め「地域の輪づくり」を進めており、昨年度に引き続き「高津みんながつながる音楽

会」を開催しま現 地域包括ケアシステムの推進に向け、地域の様 な々団体や住民の方 に々「テントラちゃんは行くJ、 「僕た

ちのうた」などを歌って踊っていただき、交流を深める楽しい音楽会で丸 ぜひご来場ください。

日 時 令和2年 2月 11日 (火・祝日) 場所 高津市民館 大会議室
問合せ 高津区社会福祉協議会 電話 044-812-5500

横山 滋  神田 幸一  小黒 久男 成田 まゆみ 川辺 清三 (順不同)

この広報紙は共同募金の配分金で作成されています。″

高津区社会福祉協

令和元年度予算収入 令和元年度予算支出

刹れ
分担金収入
010o

寄附金収入
29%

法人運営事業
21200

企画広報事業
連絡調整事業

受取利息配当金収入 受話事業
491%

0700
01% 経常経費補助金収入 助成事業

860/02000/o    量
事業収入
280o

地域福祉活動事業

27%

在宅福祉活動事業
070o

受託金収入
48800

共同募金配分金事業
138%

金品援護事業
060/0

ボランティア活動振興事業

-4-


